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３
２
【
ね
ら
い
】

富
山
県
で
は
、「

蜃
気
楼
」
と
「
け
あ
ら
し
」
と
い
う

全
国
的
に
珍
し
い
自

然
現

象
を

観
察

す
る

こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
立
山
か
ら
富
山
湾
ま
で
の
距
離
が
近
い
と
い
う
富

山
独

特
の

地
形

が
あ

る

か
ら
発
生
す
る
現
象
で
す
。
富
山
湾
で
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
現
象
が

、
光

の
屈

折
や

海
風

陸

風
な
ど
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
地
元
富
山
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も

ら
い

た
い

で
す

。

３
２
（
１
）

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

【
解
説
】

実
際

の
蜃

気
楼

の
写

真
か

ら
類

推
す

る
こ

と
で

ど
の

よ
う

な
蜃

気
楼

が
現

れ
る

か
考

察
し

て
欲

し
い
で
す
。
蜃
気
楼
は
暖
か
い
空
気
と
冷
た
い
空
気
の
密
度
の
差
か
ら
屈
折

が
起

こ
る

こ
と

で
、
建

物
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
見
え
た
り
、
伸
び
て
見
え
た
り
し
ま
す
。
正
解
は
、
元

の
建

物
と

上
下

が
ひ

っ
く
り
返
っ
た
建
物
の
二
つ
が
見
え
る
場
合
と
、
元
の
建
物
が
縦
に
伸
び
て

見
え

る
場

合
の

二
通

り

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
２
（
２
）

【
解
説
】

晴
れ
た
冬
の
早
朝
に
み
ら
れ
る
「
け
あ
ら
し
」
つ
い
て
、
資
料
を
基
に
考

え
る

問
題

で
す

。
夏
と

冬
の
気
温
、
海
水
温
の
グ
ラ
フ
か
ら
水
蒸
気
が
凝
縮
す
る
た
め
に
は
、
海
水

面
で

暖
め

ら
れ

た
空

気

が
冷
た
い
空
気
で
冷
や
さ
れ
る
冬
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま

す
。
ま

た
、
陸

風
が

吹

く
こ
と
で
陸
地
の
冷
え
た
空
気
が
海
に
運
ば
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

富
山
湾
で
は
、
1
1
月
か
ら

2
月
に
か
け
て
、
海

面
は
大
気
よ
り

1
0
℃
前

後
も

暖
か

い
で

す
。

暖

か
い
海
面
か
ら
発
生
し
た
水
蒸
気
は
、
陸
地
か
ら
流
れ
て
き
た
冷
た
い
空
気

に
冷

や
さ

れ
て

水
滴

に

な
り
「
け
あ
ら
し
」
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「

け
あ
ら
し
」
が
発
生
す

る
の

は
、
大

気
と

海
面

の
温
度
差
が

6
℃
以
上
あ
る
と
き
で
す
。

「
け

あ
ら

し
」
は

、
海海

水水
温温

よ
り

気気
温温

が
低
い

ほ
ど
起
こ

り
や

す
い

。
海海

水水
温温

よ
り
気気

温温

が
低

い
た

め
「

け
あ

ら
し
」

は
冬
に

起
こ

る
。

早
朝
に

は
陸
風

に
よ

っ
て

陸
地

で
冷

え
た

空

気
が
海

に
運

ば
れ

、
海海

水水
温温

と
気気

温温
と
の

温
度

差
が

大
き
く

な
る

こ
と

か
ら

早
朝

に
起

こ
り

や
す

い
。

以
上

の
こ

と
か
ら

「
け
あ

ら
し

」
は

、
晴
れ

た
冬
の

早
朝

に
し

か
起

こ
ら

な
い

の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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４
（

１
）

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式
 

 
２

×
２

×
６
＝
２
４
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
２
４
 
 
通
り
 

【
解

説
】

 
①

 

②
 

上
図

の
よ

う
に

、
座

席
に
①
～
⑥
の
 

番
号

を
振

る
。

父
が

①
に
座
る
と
き
の
 

座
り

方
は

右
図

の
よ

う
に

1
2
通
り
あ
る
。
 

母
が

①
に

座
る

と
き

の
座
り
方
も
同
様
に
 

1
2
通
り

あ
る

の
で

、
全

部
で
合
わ
せ
て
 

 
 

2
4
通

り
あ

る
。

 
 

※
こ

の
問

題
は

、
高

校
で
学
習
す
る
「
場
合
の
数
」
の
内
容
に
な

り
ま
す
。
「
樹
形
図
」
の
考
え
が
 

大
切

に
な

り
ま

す
。
 

 

４
（

２
）

 

式
 
2
0
1
0
0
-
(
1
0
0
0
＋
4
1
×
1
5
0
＋
4
0
×
3
0
0
)
 
＝
9
5
0
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
９
５
０

 
ｍ
離
れ
た
地
点
に
あ
る
 

【
解

説
】

 

 
2
0
.
1
（

ｋ
ｍ

）
→

2
0
1
0
0
（
ｍ
）
、
1
（
ｋ
ｍ
）
→
1
0
0
0
（
ｍ
）

 

 
4
1
本

の
ト

ン
ネ

ル
の
長
さ
の
合
計
は
、
4
1
×
1
5
0
（
ｍ
）
 

 
4
1
本

の
ト

ン
ネ

ル
同
士
の
間
は

4
0
ヶ
所
あ
る
た
め
、
そ
の
長

さ
の
合
計
は
、
4
0
×
3
0
0
（
ｍ
）
 

 
よ

っ
て

、
以

後
の

ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら
終
点
ま
で
の
長
さ
は

、
 

 
2
0
1
0
0
-
(
1
0
0
0
＋

4
1
×
1
5
0
＋
4
0
×
3
0
0
)
 
＝
9
5
0
 
 
 

※
植

木
算

と
呼

ば
れ

る
問
題
で
す
。
植
木
の
本
数
と
そ
の
間
隔
の
数
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
注
意

し
て

考
え

ま
し

ょ
う
。
 

 ４
（

３
）

 

④
の

式
の

答
え

に
現
れ
る
６
桁
の
数
字
 
 
 
 
 
 
 
◎
▼
☆
○
□
△
＝
８
５
７
１
４
２
 

【
解

説
】

 

・
①

②
③

の
式

の
中

で
、
同
じ
記
号
に
着
目
し
、
「
〇
＋
＊
＝
０
、
〇
＝
１
、
＊
＝
９
」
「
◎
＝
８
、

☆
＝

７
」

な
ど

を
求

め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
④
の
式
は
「
１

□
２
８
▼
７
×
６
」
と
な
り
、

「
□

と
▼

」
に

合
う

数
字
を
見
付
け
て
い
き
ま
す
。
 

そ
の

結
果

、
④

の
式

の
答
え
に
現
れ
る
６
桁
(
け
た
)
の
数
字
は

、
◎
▼
☆
〇
□
△
＝
８
５
７
１

４
２

と
な

り
ま

す
。

な
お
、
か
け
ら
れ
る
「
１
４
２
８
５
７
」
と

い
う
数
字
は
、
「
奇
跡
の
数
字
」

と
い

わ
れ

、
お

も
し

ろ
い
性
質
や
法
則
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
調

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

③
 

⑤
 

④
 

⑥
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４
（
４
）

筆
算
の
式

を
完

成
さ

せ
よ

。
 

 
 

 
９

３
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
８

５

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
４

６
５

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
４

４

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
９

０
５

【
解
説
】

 
 
そ
れ
ぞ
れ

の
文

字
が

表
し

て
い

る
数

を
順

番
に

あ
て

は
め

て
場

合
分

け
し

ま
し

ょ
う

。

 
 
別
解
と
し

て
 

 
 

４
０

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

×
 
４

５

 
 
 
 
 

 
 

 
 

２
０

０

 
 
 
 
 

 
 

 
１

６
０

 
 
 
 
 

 
 

 
１

８
０

０

４
（
５
）

分
水
槽
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
解
説
】

右
端
か
ら

流
れ

出
て

く
る

水
が

１
Ⅼ

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
Ａ

の
細

い
管

を
４

回
通

る
こ

と
が

わ
か

る
の
で
、
右

側
の

４
つ

が
Ａ

と
固

定
し

ま
す

。

次
に
、
左
端
か
ら

流
れ

出
て

く
る

水
が

３
Ⅼ

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
Ａ

の
管

が
１

回
、
Ｂ

の
管

が
１

回
、

Ｃ
の
管
が
２

回
と

考
え

、
試

行
を

繰
り

返
し

な
が

ら
固

定
し

て
い

き
ま

す
。

ＢＢ
 

ＡＡ
 

ＡＡ
 

ＡＡ
 

ＡＡ
 

ＣＣ
 

ＣＣ
 

ＣＣ
 

ＡＡ
 

と
や
ま
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

20
23
6
5

高
 校

 分
 野

共
 通

 問
 題

20
23

年
8
月

10
日

（
木

）

時
間
：

9
時

20
分

～
10

時
20

分
（

60
分

）
 

注注
  意意

  事事
  項項

  

１
．
指
示
が
あ
る
ま

で
，
問
題
冊
子
を
開
か
な
い
で
，
以
下
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
む
こ
と
。
 

２
．

共
通
問
題
は
，
11
 ペ

ー
ジ
あ
り
ま
す
。

 

３
．
数
学
は
必
修
に
な
り
ま
す
の
で
，
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
 

４
．

物
理
・
化
学
・
生
物
の
中
か
ら
２
つ
選
び
，
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
 

５
．
解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
，
解
答
用
紙
は
ペ
ア
で

１
部
提
出
す
る
こ
と
。
 

６
．
参
加
番
号
を
解
答
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

７
．
途
中
で
気
分
が
悪
く
な
っ
た
場
合
や
，
ト
イ
レ
に

行
き
た
く
な
っ
た
場
合
に
は
，
す
ぐ
に
申
し
 

出
る
こ
と
。
 

み
な
さ
ん

の
健
闘
を

期
待
し

て
い
ま
す

。
 

富
山
県
 
 
富
山
県
教
育
委
員

会

数数
学学

（（
全全

員員
必必

修修
））

 

１
右
図
は

日
本

地
図

の
中

部
地

方
を

取
り

出
し

た
も

の

で
す
。
中
部
地

方
に

は
，
富

山
県

を
含

め
９

つ
の

県
が

あ

り
ま
す
。

右
図
に

お
い

て
，

次
の

ル
ー

ル
に

し
た

が
っ

て
各

県

に
数
を
書

い
て

い
き

ま
す

。

【
ル
ー
ル

】

①
１

，
２

，
３

の
３

つ
の

数
を

書
く

②
隣

接
す

る
県

は
異

な
る

数
に

な
る

よ
う

に
す

る

こ
の
と

き
，

次
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

（
１
）
富

山
県

と
同

じ
数

に
な

る
県

名
を

す
べ

て
答

え
な

さ
い

。

（
２
）
数

の
書

き
方

の
総

数
を

答
え

な
さ

い
。

２
右
の
よ

う
に

９
（

３
×

３
）

マ
ス

の
図

が
あ

り
，

横
列

を
行

，

縦
列
を
列

と
呼

ぶ
こ

と
に

し
ま

す
。
各

行
，
各

列
，
両

対
角

線
の

数
字
の
和

が
同

じ
値

に
な

る
よ

う
に

１
～

９
の

数
を

１
つ

ず
つ

マ
ス
目
に

書
き

込
ん

で
い

き
ま

す
。
こ

の
と

き
，
次

の
問

い
に

答

え
な
さ
い

。

(
１
)
右
図

の
Ｘ

の
マ

ス
に

入
る

数
を

答
え

な
さ

い
。

(
２
)
右
図

の
Ｙ

の
マ

ス
が
“

８
”
で

あ
る

と
き

，
他

の
マ

ス
を

う
め

て
図

を
完

成
さ

せ
な

さ
い

。

３
右

の
よ

う
に

1
6
（

４
×

４
）

マ
ス

の
図

が
あ

り
ま

す
。

各
行

，

各
列

，
両

対
角

線
の

数
字

の
和

が
同

じ
値

に
な

る
よ

う
に

１
～

1
6
 

の
数

を
１

つ
ず

つ
マ

ス
目

に
書

き
込

ん
で

い
き

ま
す

。
“

１
，

２
，

８
，

1
2
，

1
6
”

を
右

の
図

の
よ

う
に

入
れ

る
と

き
，

次
の

問
い

に

答
え

な
さ

い
。

（
１

）
１

つ
の

行
に

入
る

４
つ

の
数

の
和

を
求

め
な

さ
い

。

（
２

）
残

り
の

マ
ス

目
を

う
め

て
図

を
完

成
さ

せ
な

さ
い

。

−
1
−

−
2
−

15



数数
学学

（（
全全

員員
必必

修修
））

 

１
右
図
は
日
本
地
図
の
中
部
地
方
を
取
り
出
し
た
も
の

で
す
。
中
部
地
方
に
は
，
富
山
県
を
含
め
９
つ
の
県
が
あ

り
ま
す
。

右
図
に
お
い
て
，
次
の
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
各
県

に
数
を
書
い
て
い
き
ま
す
。

【
ル
ー
ル
】

①
１
，
２
，
３
の
３
つ
の
数
を
書
く

②
隣
接
す
る
県
は
異
な
る
数
に
な
る
よ
う
に
す
る

こ
の
と
き
，
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
富
山
県
と
同
じ
数
に
な
る
県
名
を
す
べ
て
答
え
な
さ
い
。

（
２
）
数
の
書
き
方
の
総
数
を
答
え
な
さ
い
。

２
右
の
よ
う
に
９
（
３
×
３
）
マ
ス
の
図
が
あ
り
，
横
列
を
行
，

縦
列
を
列
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
各
行
，
各
列
，
両
対
角
線
の

数
字
の
和
が
同
じ
値
に
な
る
よ
う
に
１
～
９
の
数
を
１
つ
ず
つ

マ
ス
目
に
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
と
き
，
次

の
問
い
に
答

え
な
さ
い
。

(
１
)
右
図
の
Ｘ
の
マ
ス
に
入
る
数
を
答
え
な
さ
い
。

(
２
)
右
図
の
Ｙ
の
マ
ス
が
“
８
”
で
あ
る
と
き
，
他
の
マ
ス
を

う
め
て
図
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

３
右

の
よ

う
に

1
6
（

４
×
４
）
マ
ス
の
図
が
あ
り
ま
す
。
各

行
，

各
列

，
両

対
角

線
の
数
字
の
和
が
同
じ
値
に
な
る
よ
う
に
１
～
1
6
 

の
数

を
１

つ
ず

つ
マ
ス
目
に
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
“
１
，

２
，

８
，

1
2
，

1
6
”

を
右
の
図
の
よ
う
に
入
れ
る
と
き
，
次
の
問
い

に

答
え

な
さ

い
。

（
１

）
１

つ
の

行
に
入
る
４
つ
の
数
の
和
を
求
め
な
さ
い
。

（
２

）
残

り
の

マ
ス
目
を
う
め
て
図
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

−
1
−

−
2
−

４
次
の
デ

ー
タ

は
，

令
和

４
年

1
月

の
「

ひ
み

寒
ぶ

り
」

漁
獲

量
で

あ
る

。
（

単
位

は
本

数
）

 
 
以
下
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。

1
月
 
6
日

（
木

）
9
9
4
 

1
月
 
7
日

（
金

）
1
5
3
5
 

1
月
 
8
日

（
土

）
1
3
8
9
 

1
月

1
1
日
（

火
）

4
7
7
 

1
月

1
2
日
（

水
）

4
0
7
 

1
月

1
3
日
（

木
）

7
9
7
 

1
月

1
4
日
（

金
）

9
7
1
 

1
月

1
5
日
（

土
）

8
7
1
 

1
月

1
7
日
（

月
）

5
3
7
 

1
月

1
8
日
（

火
）

5
7
5
 

1
月

1
9
日
（

水
）

3
1
1
 

1
月

2
0
日
（

木
）

7
5
1
 

1
月

2
1
日
（

金
）

6
0
2
 

1
月

2
2
日
（

土
）

7
9
6
 

（
１
）
こ
の

デ
ー

タ
の

平
均

値
を

小
数

第
２

位
ま

で
求

め
な

さ
い

。

（
２
）
こ
の

デ
ー

タ
の

中
央

値
を

求
め

な
さ

い
。

（
３
）
こ
の

デ
ー

タ
の

箱
ひ

げ
図

を
以

下
の

（
ア

）
～

（
エ

）
か

ら
選

び
な

さ
い

。

（
ア

）
（

イ
）

（
ウ

）
(エ

) 

（
４

）
こ

の
デ

ー
タ

の
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
を

以
下

の
（

Ａ
）

～
（

Ｄ
）

か
ら

選
び

な
さ

い
。

階
級

の
幅

は
，

2
0
0
本

と
す

る
。

（
A

）

（
C

）

（
D

）

（
B

）
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0
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0
40

0
60
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80
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00
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14
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−

−
4
−

16



数数
学学

（（
全全

員員
必必

修修
））

 

１
右
図
は
日
本
地
図
の
中
部
地
方
を
取
り
出
し
た
も
の

で
す
。
中
部
地
方
に
は
，
富
山
県
を
含
め
９
つ
の
県
が
あ

り
ま
す
。

右
図
に
お
い
て
，
次
の
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
各
県

に
数
を
書
い
て
い
き
ま
す
。

【
ル
ー
ル
】

①
１
，
２
，
３
の
３
つ
の
数
を
書
く

②
隣
接
す
る
県
は
異
な
る
数
に
な
る
よ
う
に
す
る

こ
の
と
き
，
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
富
山
県
と
同
じ
数
に
な
る
県
名
を
す
べ
て
答
え
な
さ
い
。

（
２
）
数
の
書
き
方
の
総
数
を
答
え
な
さ
い
。

２
右
の
よ
う
に
９
（
３
×
３
）
マ
ス
の
図
が
あ
り
，
横
列
を
行
，

縦
列
を
列
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
各
行
，
各
列
，
両
対
角
線
の

数
字
の
和
が
同
じ
値
に
な
る
よ
う
に
１
～
９
の
数
を
１
つ
ず
つ

マ
ス
目
に
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
と
き
，
次

の
問
い
に
答

え
な
さ
い
。

(
１
)
右
図
の
Ｘ
の
マ
ス
に
入
る
数
を
答
え
な
さ
い
。

(
２
)
右
図
の
Ｙ
の
マ
ス
が
“
８
”
で
あ
る
と
き
，
他
の
マ
ス
を

う
め
て
図
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

３
右

の
よ

う
に

1
6
（

４
×
４
）
マ
ス
の
図
が
あ
り
ま
す
。
各

行
，

各
列

，
両

対
角

線
の
数
字
の
和
が
同
じ
値
に
な
る
よ
う
に
１
～
1
6
 

の
数

を
１

つ
ず

つ
マ
ス
目
に
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
“
１
，

２
，

８
，

1
2
，

1
6
”

を
右
の
図
の
よ
う
に
入
れ
る
と
き
，
次
の
問
い

に

答
え

な
さ

い
。

（
１

）
１

つ
の

行
に
入
る
４
つ
の
数
の
和
を
求
め
な
さ
い
。

（
２

）
残

り
の

マ
ス
目
を
う
め
て
図
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

−
1
−

−
2
−

４
次
の
デ

ー
タ

は
，

令
和

４
年

1
月

の
「

ひ
み

寒
ぶ

り
」

漁
獲

量
で

あ
る

。
（

単
位

は
本

数
）

 
 
以
下
の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

1
月
 
6
日
（

木
）

9
9
4
 

1
月
 
7
日

（
金

）
1
5
3
5
 

1
月
 
8
日
（

土
）

1
3
8
9
 

1
月

1
1
日

（
火

）
4
7
7
 

1
月

1
2
日
（

水
）

4
0
7
 

1
月

1
3
日
（

木
）

7
9
7
 

1
月

1
4
日
（

金
）

9
7
1
 

1
月

1
5
日
（

土
）

8
7
1
 

1
月

1
7
日
（

月
）

5
3
7
 

1
月

1
8
日
（

火
）

5
7
5
 

1
月

1
9
日
（

水
）

3
1
1
 

1
月

2
0
日
（

木
）

7
5
1
 

1
月

2
1
日
（

金
）

6
0
2
 

1
月

2
2
日
（

土
）

7
9
6
 

（
１
）
こ
の

デ
ー

タ
の

平
均

値
を

小
数

第
２

位
ま

で
求

め
な

さ
い

。

（
２
）
こ
の

デ
ー

タ
の

中
央

値
を

求
め

な
さ

い
。

（
３
）
こ
の

デ
ー

タ
の

箱
ひ

げ
図

を
以

下
の

（
ア

）
～

（
エ

）
か

ら
選

び
な

さ
い

。

（
ア

）
（

イ
）

（
ウ

）
(エ

) 

（
４

）
こ

の
デ

ー
タ

の
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
を

以
下

の
（

Ａ
）

～
（

Ｄ
）

か
ら

選
び

な
さ

い
。

階
級

の
幅

は
，

2
0
0
本

と
す

る
。

（
A

）

（
C

）

（
D

）

（
B

）
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−

−
4
−

４
次
の
デ
ー
タ
は
，
令
和
４
年

1
月
の
「
ひ
み
寒
ぶ
り
」
漁
獲
量
で
あ
る

。
（

単
位

は
本

数
）

 
 
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
月
 
6
日
（
木
）

9
9
4
 

1
月
 
7
日
（
金
）

1
5
3
5
 

1
月
 
8
日
（
土
）

1
3
8
9
 

1
月

1
1
日
（
火
）

4
7
7
 

1
月

1
2
日
（
水
）

4
0
7
 

1
月

1
3
日
（
木
）

7
9
7
 

1
月

1
4
日
（
金
）

9
7
1
 

1
月

1
5
日
（
土
）

8
7
1
 

1
月

1
7
日
（
月
）

5
3
7
 

1
月

1
8
日
（
火
）

5
7
5
 

1
月

1
9
日
（
水
）

3
1
1
 

1
月

2
0
日
（
木
）

7
5
1
 

1
月

2
1
日
（
金
）

6
0
2
 

1
月

2
2
日
（
土
）

7
9
6
 

（
１
）
こ
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
を
小
数
第
２
位
ま
で
求
め
な
さ
い
。

（
２
）
こ
の
デ
ー
タ
の
中
央
値
を
求
め
な
さ
い
。

（
３
）
こ
の
デ
ー
タ
の
箱
ひ
げ
図
を
以
下
の
（
ア
）
～
（
エ
）
か
ら
選
び
な

さ
い

。

（
ア

）
（

イ
）

（
ウ

）
(エ

) 

（
４

）
こ

の
デ

ー
タ

の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
以
下
の
（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
か
ら
選
び
な
さ
い
。

階
級

の
幅

は
，
2
0
0
本
と
す
る
。

（
A

）

（
C

）

（
D

）

（
B

）
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物物
理理

（（
選選

択択
））

  

１
 
富
山
県

に
は

立
山

が
あ

る
。
立

山
の

よ
う

に
標

高
が

高
い

と
こ

ろ
に

ポ
テ

ト
チ

ッ
プ

ス
等

の
お

菓
子

の
袋

を
持
っ
て
い

く
と

，
通

常
よ

り
膨

ら
ん

だ
状

態
に

な
る

の
を
見
た
こ

と
が

あ
る

人
も

多
い

だ
ろ

う
。

そ
こ

で
，

水
中
や
高
所

に
お

け
る

気
体

の
圧

力
，
体

積
，
温

度
の

関
係
に
つ
い

て
考

え
て

み
る

。
な

お
，
こ

こ
で

の
気

体

は
，
絶
対
温

度
0 

K（
ケ
ル

ビ
ン

）＊
 
に

近
づ

く
と

体
積

が
0 

m
3
に

近
づ

く
も

の
と

す
る

。

＊
 
絶

対
温
度
〔

K
〕

と
は
，

セ
氏

温
度
〔

℃
〕
に

27
3
を

足
し

た
も
の

で
温
度

の
指
標

の
一
つ

で
あ
る

。
ち
な

み

に
，

分
子

の
大
き

さ
や
分

子
間
力

を
考
え

ず
，
絶

対
温
度

が
0 

K
の
と

き
に
体

積
が

0 
m

3
の
気

体
を
理

想
気
体

と
い
う
。
 

１
 
気
体
の
圧

力
〔

Pa
〕，

体
積
〔

m
3 〕
，
絶

対
温
度
〔

K
〕
の

関
係

に
つ

い
て

次
の
（

１
）
～
（

３
）

の
問
い
に
答

え
よ

。
 

（
１
）
圧
力
が

一
定

の
と

き
，
気

体
の

体
積

は
絶

対
温

度
に

比
例

す
る

。
縦

軸
を

体
積

，
横
軸
を

絶

対
温

度
と

し
て

，
グ

ラ
フ

の
概

形
を

描
け

。
 

（
２
）
温
度
が

一
定

の
と

き
，
気

体
の

体
積

は
圧

力
に

反
比

例
す

る
。
縦

軸
を

圧
力

，
横

軸
を

体
積

と
し
て

，
グ

ラ
フ

の
概

形
を

描
け

。
 

（
３
）
気
体

の
体

積
と

圧
力

は
反

比
例

の
関

係
で

あ
る

が
，
グ

ラ
フ

の
概

形
だ

け
で

は
判

断
が

つ
か

な
い

。
そ

こ
で

，
気

体
の

体
積

と
圧

力
が

反
比

例
の

関
係

で
あ

る
こ

と
を

判
断

す
る

た
め

に

は
，

グ
ラ

フ
の

軸
を

ど
の

よ
う

に
設

定
し

た
ら

よ
い

か
説

明
せ

よ
。

 

２
 
立
山
に
登

る
に

あ
た

っ
て

大
気

圧
に

つ
い

て
考

え
て

み
る

。
標

準
的

な
大

気
圧

を
，
標

高
0 

m
の
地
表
で

1.
00

0×
10

5 
Pa

と
し

，
標

高
が

10
 m

上
が

る
ご

と
に

10
0 

Pa
ず

つ
一

定
の

割
合

で

小
さ
く
な
る

も
の

と
す

る
。
標

高
0 m

か
ら

立
山

頂
上

付
近

の
標

高
30

00
 m

ま
で

の
標

高
に

対

す
る
大
気

圧
の

関
係

を
グ

ラ
フ

に
描

け
。

な
お

，
軸

等
は

各
自

で
設

定
し

な
さ

い
。

 

３
 
薄

い
膜

で
作

ら
れ

た
風

船
が

あ
る

。
こ

の
風

船
は

，
内

側
と

外
側

の
圧

力
が

常
に

等
し

く
な

る

よ
う

に
自

由
に

伸
縮

で
き

る
。

今
，

こ
の

風
船

に
絶

対
温

度
28

0 
K
（

7 
℃

）
の

気
体

を
入

れ
，

27
5 

K
（

2 
℃

）
の

水
に
全

て
沈

め
た

と
こ

ろ
，

そ
の

瞬
間

の
風

船
の

体
積

は
1.

00
 m

3
で

あ
っ

た
。
以

下
の
（

１
）
，（

２
）
の

問
い

に
答

え
よ

。
な

お
，
水

の
密

度
1.

00
×1

03
 k

g/
m

3 ，
重

力
加

速
度

9.
80

 m
/s

2
と

す
る
。

ま
た

，
水

の
量

は
十

分
な

た
め

温
度

は
変

化
し

な
い

も
の

と
す

る
。

（
１

）
沈

め
た

瞬
間

の
風

船
が

水
か

ら
受

け
る

浮
力

の
大

き
さ

を
答

え
よ

。

参
考
：
浮

力
に

つ
い

て
は

，
ア

ル
キ
メ

デ
ス

の
原

理
「

流
体

中
に

あ
る

物
体

は
，
そ

の
物

体

が
押

し
の

け
て

い
る

流
体

の
体

積
の

重
力
（

質
量
〔

kg
〕
×

重
力

加
速

度
〔

m
/s

2 〕
）

分
の

浮
力

を
生

じ
る

」
が

知
ら

れ
て

い
る

。
 

（
２

）
水

に
沈

め
る

と
，
や

が
て

水
と

気
体
の

間
に

熱
の

や
り

取
り

が
行

わ
れ

て
，
温

度
が

等
し

く

な
り

風
船

は
小

さ
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

こ
の

と
き

の
風

船
の

体
積

を
答

え
よ

。
 

４
 
標

高
0 

m
の

地
表

で
，
問

３
と

同
じ

風
船

に
絶

対
温

度
28

0 
K（

7 
℃

）
の

気
体

を
入

れ
た

と

こ
ろ

，
風

船
の

体
積

は
1.

00
 m

3
で

あ
っ
た

。
こ

の
気

体
を

温
度

が
変

化
し

な
い

よ
う

に
，

立
山

の
室

堂
付

近
の

標
高

25
00

 m
ま

で
運

ん
だ

と
こ

ろ
体

積
が

増
加

し
た

。
問

１
～

問
３

の
結

果
を

参
考

に
し

て
，

次
の

（
１

）
～

（
３

）
の
問

い
に

答
え

よ
。

 

（
１

）
室

堂
付

近
で

の
大

気
圧

を
答

え
よ

。

（
２

）
室

堂
付

近
に

到
着

し
た

と
き

の
風

船
の

体
積

を
答

え
よ

。

（
３

）
室

堂
付

近
に

到
着

し
て

し
ば

ら
く

す
る

と
，

風
船

内
の

気
体

の
温

度
が

下
が

り
体

積
が

1.
25

 m
3
に

な
っ

た
。

こ
の

と
き

の
室

堂
付

近
の

絶
対

温
度

と
セ

氏
温

度
を

推
定

せ
よ

。

−
5
−

−
6
−
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物物
理理

（（
選選

択択
））

  

１
 
富
山
県
に
は
立
山
が
あ
る
。
立
山
の
よ
う
に
標

高
が

高
い

と
こ

ろ
に

ポ
テ

ト
チ

ッ
プ

ス
等

の
お

菓
子

の
袋

を
持
っ
て
い
く
と
，
通
常
よ
り
膨
ら
ん
だ
状
態
に
な
る

の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
，

水
中
や
高
所
に
お
け
る
気
体
の
圧
力
，
体
積
，
温
度
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
な
お
，
こ
こ
で
の
気
体

は
，
絶
対
温
度

0 
K（

ケ
ル
ビ
ン
）＊

 
に
近
づ
く
と
体
積

が
0 

m
3
に
近
づ
く
も
の
と
す
る
。

＊
 
絶

対
温
度
〔

K
〕

と
は

，
セ
氏

温
度
〔

℃
〕
に

27
3
を

足
し

た
も
の

で
温
度

の
指
標

の
一
つ

で
あ
る

。
ち
な

み

に
，

分
子

の
大
き

さ
や
分

子
間
力

を
考
え

ず
，
絶

対
温
度

が
0 

K
の
と

き
に
体

積
が

0 
m

3
の
気

体
を
理

想
気
体

と
い
う
。
 

１
 
気
体
の
圧
力
〔

Pa
〕，

体
積
〔

m
3 〕
，
絶
対

温
度
〔

K
〕
の
関
係
に
つ
い
て

次
の
（

１
）
～
（

３
）

の
問
い
に
答
え
よ
。
 

（
１
）
圧
力
が
一
定
の
と
き
，
気
体
の
体
積
は
絶
対
温
度
に
比
例
す
る
。
縦

軸
を

体
積

，
横
軸

を
絶

対
温
度
と
し
て
，
グ
ラ
フ
の
概
形
を
描
け
。
 

（
２
）
温
度
が
一
定
の
と
き
，
気
体
の
体
積
は
圧
力
に
反
比
例
す
る
。
縦
軸

を
圧

力
，
横

軸
を

体
積

と
し
て
，
グ
ラ
フ
の
概
形
を
描
け
。
 

（
３
）
気
体
の
体
積
と
圧
力
は
反
比
例
の
関
係
で
あ
る
が
，
グ
ラ
フ
の
概
形

だ
け

で
は

判
断

が
つ

か

な
い
。
そ
こ
で
，
気
体
の
体
積
と
圧
力
が
反
比
例
の
関
係
で
あ
る
こ

と
を

判
断

す
る

た
め

に

は
，
グ
ラ
フ
の
軸
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
ら
よ
い
か
説
明
せ
よ
。

 

２
 
立
山
に
登
る
に
あ
た
っ
て
大
気
圧
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
標
準
的
な

大
気

圧
を

，
標

高
0 

m
の
地
表
で

1.
00

0×
10

5 
Pa

と
し
，
標
高
が

10
 m

上
が
る
ご
と
に

10
0 

Pa
ず

つ
一

定
の

割
合

で

小
さ
く
な
る
も
の
と
す
る
。
標
高

0 m
か
ら
立
山
頂
上
付
近
の
標
高

30
00

 m
ま

で
の

標
高

に
対

す
る
大
気
圧
の
関
係
を
グ
ラ
フ
に
描
け
。
な
お
，
軸
等
は
各
自
で
設
定
し

な
さ

い
。

 

３
 

薄
い

膜
で

作
ら

れ
た
風
船
が
あ
る
。
こ
の
風
船
は
，
内
側
と
外
側
の
圧
力
が
常
に
等
し
く
な
る

よ
う

に
自

由
に

伸
縮

で
き
る
。
今
，
こ
の
風
船
に
絶
対
温
度

28
0 

K
（

7 
℃
）
の
気
体
を
入
れ
，

27
5 

K
（

2 
℃

）
の

水
に
全
て
沈
め
た
と
こ
ろ
，
そ
の
瞬
間
の

風
船
の
体
積
は

1.
00

 m
3
で
あ
っ

た
。
以

下
の
（

１
）
，（

２
）
の
問
い
に
答
え
よ
。
な

お
，
水
の

密
度

1.
00

×1
03

 k
g/

m
3 ，

重
力
加

速
度

9.
80

 m
/s

2
と

す
る
。
ま
た
，
水
の
量
は
十
分
な
た
め
温
度
は
変
化
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
１

）
沈

め
た

瞬
間

の
風
船
が
水
か
ら
受
け
る
浮
力
の
大
き
さ
を

答
え
よ
。

参
考
：
浮

力
に

つ
い
て
は
，
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
「
流

体
中
に
あ
る
物
体
は
，
そ
の
物
体

が
押

し
の

け
て
い
る
流
体
の
体
積
の
重
力
（
質
量
〔

kg
〕
×
重
力
加
速
度
〔

m
/s

2 〕
）

分
の

浮
力

を
生
じ
る
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
 

（
２

）
水

に
沈

め
る

と
，
や
が
て
水
と
気
体
の
間
に
熱
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
，
温
度
が
等
し
く

な
り

風
船

は
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
風
船
の
体
積
を
答
え
よ
。
 

４
 

標
高

0 
m

の
地

表
で
，
問
３
と
同
じ
風
船
に
絶
対
温
度

28
0 

K（
7 

℃
）
の
気
体
を
入
れ
た
と

こ
ろ

，
風

船
の

体
積

は
1.

00
 m

3
で
あ
っ
た
。
こ
の
気
体
を
温
度
が
変
化
し
な
い
よ
う
に
，
立
山

の
室

堂
付

近
の

標
高

25
00

 m
ま
で
運
ん
だ
と
こ
ろ
体
積
が
増

加
し
た
。
問
１
～
問
３
の
結
果
を

参
考

に
し

て
，

次
の

（
１
）
～
（
３
）
の
問
い
に
答
え
よ
。
 

（
１

）
室

堂
付

近
で

の
大
気
圧
を
答
え
よ
。

（
２

）
室

堂
付

近
に

到
着
し
た
と
き
の
風
船
の
体
積
を
答
え
よ
。

（
３

）
室

堂
付

近
に

到
着

し
て

し
ば

ら
く

す
る

と
，

風
船

内
の

気
体

の
温

度
が

下
が

り
体

積
が

1.
25

 m
3
に

な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
室
堂
付
近
の
絶
対
温

度
と
セ
氏
温
度
を
推
定
せ
よ
。

−
5
−

−
6
−

化化
学学

（（
選選

択択
））

  

１
 
次
の
図
は

原
子

の
構

造
を

表
し

て
い

る
。

ま
た

，
下

の
表

の
Ａ

～
Ｃ

の
数

字
は

原
子

①
～

④
，

安
定
な
イ

オ
ン

Ｘ
，

Ｙ
の

陽
子

の
数

，
電

子
の

数
，

中
性

子
の

数
の

い
ず

れ
か

を
表

し
て

い
る
。
 

      

 
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

原
子

①
 

1
 

1
 

0
 

原
子

②
 

1
 

1
 

1
 

原
子

③
 

6
 

6
 

6
 

原
子

④
 

8
 

8
 

9
 

イ
オ

ン
Ｘ

 
1
0
 

8
 

1
0
 

イ
オ

ン
Ｙ

 
1
0
 

1
1
 

1
2
 

 (
1
)
 
表
の
Ａ
～

Ｃ
は

陽
子

，
電

子
，

中
性

子
の

い
ず

れ
で

あ
る

か
，

答
え

な
さ

い
。

 

 (
2
)
 
イ
オ
ン
Ｘ

，
Ｙ

に
つ

い
て

，
イ

オ
ン

の
構

造
か

ら
元

の
原

子
⑤

，
⑥

を
推

定
し

て
次

の
例

に
な

ら
っ
て
書
き

な
さ

い
。

た
だ

し
，

原
子

番
号

と
質

量
数

が
わ

か
る

よ
う

に
書

く
こ

と
。

 

 
例
：
原
子
番

号
2
0
，

質
量

数
4
0
の

カ
ル

シ
ウ

ム
は

次
の

よ
う

に
表

す
。

 

    (
3
)
 
原
子
①

～
⑥

の
う

ち
，
同

位
体

の
関

係
に

あ
る

物
質

は
ど

れ
か

。「
○

と
○

」
の

よ
う

に
，
番

号
の
組
合

せ
で

全
て

書
き

な
さ

い
。

 

        

電
子
殻

 

原
子
核

 

Ca
 

40
 

20
 

c 

d 

a 

b 



Δχ

ア

イ
ウ

２
元

素
の

電
気

陰
性

度
が

分
か

る
と

，
あ
る

二
種

類
の

元
素

か
ら

な
る

化
合

物
中

で
ど

の
よ

う
な

結
合

が
形

成
さ

れ
る

か
を

予
想

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

あ
る

二
種

類
の

元
素

A
，
B
の

組
み

合
わ

せ
（

A
2
B
3
，
A
B
2
，
A
B
な

ど
）
を

考
え

た
場

合
，
横

軸
に

両
者

の
電

気
陰

性
度

の
平

均
（


＝

）
，

縦
軸

に
両

者
の

電
気

陰
性

度
の

差
の

絶
対

値

（
Δ

χ
＝

｜
A
－

B
｜

）
を

と
る

と
下

の
グ

ラ
フ

の
よ

う
な

領
域

で
区

切
る

こ
と

が
で

き
る

。

※
単

体
の

場
合

は
A
＝

B
と

し
て

同
じ

原
子

の
電

気
陰

性
度

で
計

算
す

る
。

次
の

図
は

周
期

表
の

一
部

と
元

素
の

電
気

陰
性

度
を

，
グ

ラ
フ

は
電

気
陰

性
度

の
平

均
と

差
の

絶
対

値
の

関
係

を
示

し
て

い
る

。

図
グ
ラ
フ

⑴
グ
ラ
フ
の
頂
点
ア
～
ウ
に
該
当
す
る
物
質
は
そ
れ
ぞ
れ
何
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
図
の
元
素

の
電
気
陰
性
度
か
ら
考
え
て
化
学
式
で
答
え
な
さ
い
。

⑵
図
の

a～
d
の
う
ち
，
共
有
結
合
，
イ
オ
ン
結
合
，
金
属
結
合
を
示
す
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

れ
か
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑶
グ

ラ
フ

の
領

域
の

境
界

付
近

に
位

置
す

る
物

質
は

，
両

方
の

結
合

の
中

間
の

性
質

を
示

す
。

例
え

ば
，

電
気

陰
性

度
が

小
さ

い
元

素
同

士
か

ら
な

る
物

質
で

は
，

結
合

に
使

わ
れ

る
電

子

は
原

子
に

強
く

束
縛

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

自
由

電
子

と
し

て
振

る
舞

い
，

高
い

電
気

伝
導

性
を

示
す

（
導

体
）
。

一
方

，
電

気
陰

性
度

が
あ

る
程

度
大

き
い

元
素

同
士

か
ら

な
る

物
質

で
は

，
結

合
に

使
わ

れ
る

電
子

は
電

子
対

と
し

て
概

ね
二

原
子

間
で

の
み

共
有

さ
れ

る
た

め
に

自
由

電
子

と
は

な
ら

ず
，

電
気

伝
導

性
は

き
わ

め
て

低
い

（
絶

縁
体

）
。

以
上

の
よ

う
に

、
電

気
陰

性
度

の

値
か

ら
電

気
の

導
体

と
な

る
か

絶
縁

体
と

な
る

か
を

あ
る

程
度

判
断

で
き

る
。

 
 

導
体

と
絶

縁
体

の
中

間
の

性
質

を
示
す

物
質

を
半

導
体

と
い

う
。

半
導

体
の

性
質

を
示

す
と

予
想

さ
れ

る
物

質
を

、
下

の
①

～
⑤

か
ら

２
つ

選
ん

で
番

号
で

答

え
な

さ
い

。

①
M
g
3
N
2

②
G
a
A
s

③
S
i
O
2

④
M
g
F
2

⑤
I
n
P

+ 2

−
7
−

−
8
−

2

c

d

a

b

Δχ

ア

イ
ウ

結
合
が

形
成
さ

れ
る

か
を

予
想
す

る
こ

と
が
で

き
る

。

あ
る
二
種
類
の
元
素

A，
B
の
組
み
合
わ
せ

（
A 2

B 3
，

AB
2，

AB
な

ど
）

を
考

え
た

場
合

，
横

軸
に

両
者

の
電

気
陰

性
度

の
平

均
（

＝
�

�
）
，

縦
軸

に
両

者
の

電
気

陰
性

度
の

差
の

絶

対
値
（
Δχ

＝
｜

A－
B｜

）
を

と
る

と
下

の
グ

ラ
フ

の
よ

う
な
領

域
で

区
切
る

こ
と

が
で

き
る

。

※
単
体
の
場
合
は

A＝
B
と
し
て
同
じ
原
子
の
電
気
陰
性
度
で
計
算
す
る
。

次
の

図
は

周
期

表
の
一

部
と

元
素
の

電
気

陰
性

度
を

，
グ

ラ
フ

は
電

気
陰

性
度

の
平

均
と

差
の

絶
対

値
の

関
係

を
示

し
て

い
る

。

図
グ

ラ
フ

⑴
グ

ラ
フ

の
頂

点
ア

～
ウ

に
該

当
す

る
物

質
は

そ
れ

ぞ
れ

何
だ

と
考

え
ら

れ
る

か
。

図
の

元
素

の
電

気
陰

性
度

か
ら

考
え

て
化

学
式

で
答

え
な

さ
い

。

⑵
図

の
a～

d
の

う
ち
，
共

有
結

合
，
イ
オ

ン
結
合

，
金

属
結

合
を

示
す

領
域

は
そ

れ
ぞ

れ
ど

れ

か
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

⑶
グ

ラ
フ

の
領

域
の

境
界

付
近

に
位

置
す

る
物

質
は

，
両

方
の

結
合

の
中

間
の

性
質

を
示

す
。

例
え

ば
，
電
気
陰
性
度
が
小
さ
い
元
素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結
合
に
使
わ
れ
る
電
子
は

原
子
に
強
く
束
縛
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
自
由
電
子
と
し
て
振
る
舞
い
，
高
い
電
気
伝
導
性
を
示
す

（
導
体
）
。
一
方
，
電
気
陰
性
度
が
あ
る
程
度
大
き
い
元
素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結
合
に

使
わ
れ
る
電
子
は
電
子
対
と
し
て
概
ね
二
原
子
間
で
の
み
共
有
さ
れ
る
た
め
に
自
由
電
子
と
は

な
ら
ず
，
電
気
伝
導
性
は
き
わ
め
て
低
い
（
絶
縁
体
）
。

以
上

の
よ

う
に

、
電

気
陰

性
度

の
値

か

ら
電

気
の

導
体

と
な

る
か

絶
縁

体
と

な
る

か
を

あ
る

程
度

判
断

で
き

る
。

�
�
導

体
と

絶
縁

体
の

中
間

の
性

質
を

示
す

物
質

を
半

導
体

と
い

う
。

半
導

体
の

性
質

を
示

す
と

予
想

さ
れ
る
物

質
を

、
下

の
①

～
⑤

か
ら
２

つ
選

ん
で

番
号

で
答

え
な

さ
い

。

①
M

g 3
N

2
②

G
aA

s
③

Si
O

2
④

M
gF

2
⑤

In
P

𝐴𝐴𝐴𝐴
+
𝐵𝐵𝐵𝐵

2

18



物物
理理

（（
選選

択択
））

  

１
 
富
山
県
に
は
立
山
が
あ
る
。
立
山
の
よ
う
に
標

高
が

高
い

と
こ

ろ
に

ポ
テ

ト
チ

ッ
プ

ス
等

の
お

菓
子

の
袋

を
持
っ
て
い
く
と
，
通
常
よ
り
膨
ら
ん
だ
状
態
に
な
る

の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
，

水
中
や
高
所
に
お
け
る
気
体
の
圧
力
，
体
積
，
温
度
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
な
お
，
こ
こ
で
の
気
体

は
，
絶
対
温
度

0 
K（

ケ
ル
ビ
ン
）＊

 
に
近
づ
く
と
体
積

が
0 

m
3
に
近
づ
く
も
の
と
す
る
。

＊
 
絶

対
温
度
〔

K
〕

と
は

，
セ
氏

温
度
〔

℃
〕
に

27
3
を

足
し

た
も
の

で
温
度

の
指
標

の
一
つ

で
あ
る

。
ち
な

み

に
，

分
子

の
大
き

さ
や
分

子
間
力

を
考
え

ず
，
絶

対
温
度

が
0 

K
の
と

き
に
体

積
が

0 
m

3
の
気

体
を
理

想
気
体

と
い
う
。
 

１
 
気
体
の
圧
力
〔

Pa
〕，

体
積
〔

m
3 〕
，
絶
対

温
度
〔

K
〕
の
関
係
に
つ
い
て

次
の
（

１
）
～
（

３
）

の
問
い
に
答
え
よ
。
 

（
１
）
圧
力
が
一
定
の
と
き
，
気
体
の
体
積
は
絶
対
温
度
に
比
例
す
る
。
縦

軸
を

体
積

，
横
軸

を
絶

対
温
度
と
し
て
，
グ
ラ
フ
の
概
形
を
描
け
。
 

（
２
）
温
度
が
一
定
の
と
き
，
気
体
の
体
積
は
圧
力
に
反
比
例
す
る
。
縦
軸

を
圧

力
，
横

軸
を

体
積

と
し
て
，
グ
ラ
フ
の
概
形
を
描
け
。
 

（
３
）
気
体
の
体
積
と
圧
力
は
反
比
例
の
関
係
で
あ
る
が
，
グ
ラ
フ
の
概
形

だ
け

で
は

判
断

が
つ

か

な
い
。
そ
こ
で
，
気
体
の
体
積
と
圧
力
が
反
比
例
の
関
係
で
あ
る
こ

と
を

判
断

す
る

た
め

に

は
，
グ
ラ
フ
の
軸
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
ら
よ
い
か
説
明
せ
よ
。

 

２
 
立
山
に
登
る
に
あ
た
っ
て
大
気
圧
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
標
準
的
な

大
気

圧
を

，
標

高
0 

m
の
地
表
で

1.
00

0×
10

5 
Pa

と
し
，
標
高
が

10
 m

上
が
る
ご
と
に

10
0 

Pa
ず

つ
一

定
の

割
合

で

小
さ
く
な
る
も
の
と
す
る
。
標
高

0 m
か
ら
立
山
頂
上
付
近
の
標
高

30
00

 m
ま

で
の

標
高

に
対

す
る
大
気
圧
の
関
係
を
グ
ラ
フ
に
描
け
。
な
お
，
軸
等
は
各
自
で
設
定
し

な
さ

い
。

 

３
 

薄
い

膜
で

作
ら

れ
た
風
船
が
あ
る
。
こ
の
風
船
は
，
内
側
と
外
側
の
圧
力
が
常
に
等
し
く
な
る

よ
う

に
自

由
に

伸
縮

で
き
る
。
今
，
こ
の
風
船
に
絶
対
温
度

28
0 

K
（

7 
℃
）
の
気
体
を
入
れ
，

27
5 

K
（

2 
℃

）
の

水
に
全
て
沈
め
た
と
こ
ろ
，
そ
の
瞬
間
の

風
船
の
体
積
は

1.
00

 m
3
で
あ
っ

た
。
以

下
の
（

１
）
，（

２
）
の
問
い
に
答
え
よ
。
な

お
，
水
の

密
度

1.
00

×1
03

 k
g/

m
3 ，

重
力
加

速
度

9.
80

 m
/s

2
と

す
る
。
ま
た
，
水
の
量
は
十
分
な
た
め
温
度
は
変
化
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
１

）
沈

め
た

瞬
間

の
風
船
が
水
か
ら
受
け
る
浮
力
の
大
き
さ
を

答
え
よ
。

参
考
：
浮

力
に

つ
い
て
は
，
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
「
流

体
中
に
あ
る
物
体
は
，
そ
の
物
体

が
押

し
の

け
て
い
る
流
体
の
体
積
の
重
力
（
質
量
〔

kg
〕
×
重
力
加
速
度
〔

m
/s

2 〕
）

分
の

浮
力

を
生
じ
る
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
 

（
２

）
水

に
沈

め
る

と
，
や
が
て
水
と
気
体
の
間
に
熱
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
，
温
度
が
等
し
く

な
り

風
船

は
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
風
船
の
体
積
を
答
え
よ
。
 

４
 

標
高

0 
m

の
地

表
で
，
問
３
と
同
じ
風
船
に
絶
対
温
度

28
0 

K（
7 

℃
）
の
気
体
を
入
れ
た
と

こ
ろ

，
風

船
の

体
積

は
1.

00
 m

3
で
あ
っ
た
。
こ
の
気
体
を
温
度
が
変
化
し
な
い
よ
う
に
，
立
山

の
室

堂
付

近
の

標
高

25
00

 m
ま
で
運
ん
だ
と
こ
ろ
体
積
が
増

加
し
た
。
問
１
～
問
３
の
結
果
を

参
考

に
し

て
，

次
の

（
１
）
～
（
３
）
の
問
い
に
答
え
よ
。
 

（
１

）
室

堂
付

近
で

の
大
気
圧
を
答
え
よ
。

（
２

）
室

堂
付

近
に

到
着
し
た
と
き
の
風
船
の
体
積
を
答
え
よ
。

（
３

）
室

堂
付

近
に

到
着

し
て

し
ば

ら
く

す
る

と
，

風
船

内
の

気
体

の
温

度
が

下
が

り
体

積
が

1.
25

 m
3
に

な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
室
堂
付
近
の
絶
対
温

度
と
セ
氏
温
度
を
推
定
せ
よ
。

−
5
−

−
6
−

化化
学学

（（
選選

択択
））

  

１
 
次
の
図
は

原
子

の
構

造
を

表
し

て
い

る
。

ま
た

，
下

の
表

の
Ａ

～
Ｃ

の
数

字
は

原
子

①
～

④
，

安
定
な
イ

オ
ン

Ｘ
，

Ｙ
の

陽
子

の
数

，
電

子
の

数
，

中
性

子
の

数
の

い
ず

れ
か

を
表

し
て

い
る
。
 

      

 
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

原
子

①
 

1
 

1
 

0
 

原
子

②
 

1
 

1
 

1
 

原
子

③
 

6
 

6
 

6
 

原
子

④
 

8
 

8
 

9
 

イ
オ

ン
Ｘ

 
1
0
 

8
 

1
0
 

イ
オ

ン
Ｙ

 
1
0
 

1
1
 

1
2
 

 (
1
)
 
表
の
Ａ
～

Ｃ
は

陽
子

，
電

子
，

中
性

子
の

い
ず

れ
で

あ
る

か
，

答
え

な
さ

い
。

 

 (
2
)
 
イ
オ
ン
Ｘ

，
Ｙ

に
つ

い
て

，
イ

オ
ン

の
構

造
か

ら
元

の
原

子
⑤

，
⑥

を
推

定
し

て
次

の
例

に
な

ら
っ
て
書
き

な
さ

い
。

た
だ

し
，

原
子

番
号

と
質

量
数

が
わ

か
る

よ
う

に
書

く
こ

と
。

 

 
例
：
原
子
番

号
2
0
，

質
量

数
4
0
の

カ
ル

シ
ウ

ム
は

次
の

よ
う

に
表

す
。

 

    (
3
)
 
原
子
①

～
⑥

の
う

ち
，
同

位
体

の
関

係
に

あ
る

物
質

は
ど

れ
か

。「
○

と
○

」
の

よ
う

に
，
番

号
の
組
合

せ
で

全
て

書
き

な
さ

い
。

 

        

電
子
殻

 

原
子
核

 

Ca
 

40
 

20
 

c 

d 

a 

b 



Δχ

ア

イ
ウ

２
元

素
の

電
気

陰
性

度
が

分
か

る
と

，
あ
る

二
種

類
の

元
素

か
ら

な
る

化
合

物
中

で
ど

の
よ

う
な

結
合

が
形

成
さ

れ
る

か
を

予
想

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

あ
る

二
種

類
の

元
素

A
，
B
の

組
み

合
わ

せ
（

A
2
B
3
，
A
B
2
，
A
B
な

ど
）
を

考
え

た
場

合
，
横

軸
に

両
者

の
電

気
陰

性
度

の
平

均
（


＝

）
，

縦
軸

に
両

者
の

電
気

陰
性

度
の

差
の

絶
対

値

（
Δ

χ
＝

｜
A
－

B
｜

）
を

と
る

と
下

の
グ

ラ
フ

の
よ

う
な

領
域

で
区

切
る

こ
と

が
で

き
る

。

※
単

体
の

場
合

は
A
＝

B
と

し
て

同
じ

原
子

の
電

気
陰

性
度

で
計

算
す

る
。

次
の

図
は

周
期

表
の

一
部

と
元

素
の

電
気

陰
性

度
を

，
グ

ラ
フ

は
電

気
陰

性
度

の
平

均
と

差
の

絶
対

値
の

関
係

を
示

し
て

い
る

。

図
グ
ラ
フ

⑴
グ
ラ
フ
の
頂
点
ア
～
ウ
に
該
当
す
る
物
質
は
そ
れ
ぞ
れ
何
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
図
の
元
素

の
電
気
陰
性
度
か
ら
考
え
て
化
学
式
で
答
え
な
さ
い
。

⑵
図
の

a～
d
の
う
ち
，
共
有
結
合
，
イ
オ
ン
結
合
，
金
属
結
合
を
示
す
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

れ
か
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑶
グ

ラ
フ

の
領

域
の

境
界

付
近

に
位

置
す

る
物

質
は

，
両

方
の

結
合

の
中

間
の

性
質

を
示

す
。

例
え

ば
，

電
気

陰
性

度
が

小
さ

い
元

素
同

士
か

ら
な

る
物

質
で

は
，

結
合

に
使

わ
れ

る
電

子

は
原

子
に

強
く

束
縛

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

自
由

電
子

と
し

て
振

る
舞

い
，

高
い

電
気

伝
導

性
を

示
す

（
導

体
）
。

一
方

，
電

気
陰

性
度

が
あ

る
程

度
大

き
い

元
素

同
士

か
ら

な
る

物
質

で
は

，
結

合
に

使
わ

れ
る

電
子

は
電

子
対

と
し

て
概

ね
二

原
子

間
で

の
み

共
有

さ
れ

る
た

め
に

自
由

電
子

と
は

な
ら

ず
，

電
気

伝
導

性
は

き
わ

め
て

低
い

（
絶

縁
体

）
。

以
上

の
よ

う
に

、
電

気
陰

性
度

の

値
か

ら
電

気
の

導
体

と
な

る
か

絶
縁

体
と

な
る

か
を

あ
る

程
度

判
断

で
き

る
。

 
 

導
体

と
絶

縁
体

の
中

間
の

性
質

を
示
す

物
質

を
半

導
体

と
い

う
。

半
導

体
の

性
質

を
示

す
と

予
想

さ
れ

る
物

質
を

、
下

の
①

～
⑤

か
ら

２
つ

選
ん

で
番

号
で

答

え
な

さ
い

。

①
M
g
3
N
2

②
G
a
A
s

③
S
i
O
2

④
M
g
F
2

⑤
I
n
P

+ 2

−
7
−

−
8
−

2

c

d

a

b

Δχ

ア

イ
ウ

結
合
が

形
成
さ

れ
る

か
を

予
想
す

る
こ

と
が
で

き
る

。

あ
る
二
種
類
の
元
素

A，
B
の
組
み
合
わ
せ

（
A 2

B 3
，

AB
2，

AB
な

ど
）

を
考

え
た

場
合

，
横

軸
に

両
者

の
電

気
陰

性
度

の
平

均
（

＝
�

�
）
，

縦
軸

に
両

者
の

電
気

陰
性

度
の

差
の

絶

対
値
（
Δχ

＝
｜

A－
B｜

）
を

と
る

と
下

の
グ

ラ
フ

の
よ

う
な
領

域
で

区
切
る

こ
と

が
で

き
る

。

※
単
体
の
場
合
は

A＝
B
と
し
て
同
じ
原
子
の
電
気
陰
性
度
で
計
算
す
る
。

次
の

図
は

周
期

表
の
一

部
と

元
素
の

電
気

陰
性

度
を

，
グ

ラ
フ

は
電

気
陰

性
度

の
平

均
と

差
の

絶
対

値
の

関
係

を
示

し
て

い
る

。

図
グ

ラ
フ

⑴
グ

ラ
フ

の
頂

点
ア

～
ウ

に
該

当
す

る
物

質
は

そ
れ

ぞ
れ

何
だ

と
考

え
ら

れ
る

か
。

図
の

元
素

の
電

気
陰

性
度

か
ら

考
え

て
化

学
式

で
答

え
な

さ
い

。

⑵
図

の
a～

d
の

う
ち
，
共

有
結

合
，
イ
オ

ン
結
合

，
金

属
結

合
を

示
す

領
域

は
そ

れ
ぞ

れ
ど

れ

か
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

⑶
グ

ラ
フ

の
領

域
の

境
界

付
近

に
位

置
す

る
物

質
は

，
両

方
の

結
合

の
中

間
の

性
質

を
示

す
。

例
え

ば
，
電
気
陰
性
度
が
小
さ
い
元
素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結
合
に
使
わ
れ
る
電
子
は

原
子
に
強
く
束
縛
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
自
由
電
子
と
し
て
振
る
舞
い
，
高
い
電
気
伝
導
性
を
示
す

（
導
体
）
。
一
方
，
電
気
陰
性
度
が
あ
る
程
度
大
き
い
元
素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結
合
に

使
わ
れ
る
電
子
は
電
子
対
と
し
て
概
ね
二
原
子
間
で
の
み
共
有
さ
れ
る
た
め
に
自
由
電
子
と
は

な
ら
ず
，
電
気
伝
導
性
は
き
わ
め
て
低
い
（
絶
縁
体
）
。

以
上

の
よ

う
に

、
電

気
陰

性
度

の
値

か

ら
電

気
の

導
体

と
な

る
か

絶
縁

体
と

な
る

か
を

あ
る

程
度

判
断

で
き

る
。

�
�
導

体
と

絶
縁

体
の

中
間

の
性

質
を

示
す

物
質

を
半

導
体

と
い

う
。

半
導

体
の

性
質

を
示

す
と

予
想

さ
れ
る
物

質
を

、
下

の
①

～
⑤

か
ら
２

つ
選

ん
で

番
号

で
答

え
な

さ
い

。

①
M

g 3
N

2
②

G
aA

s
③

Si
O

2
④

M
gF

2
⑤

In
P

𝐴𝐴𝐴𝐴
+
𝐵𝐵𝐵𝐵

2

化化
学学

（（
選選

択択
））

  

１
 
次
の
図
は
原
子
の
構
造
を
表
し
て
い
る
。
ま
た

，
下
の
表
の
Ａ
～
Ｃ

の
数

字
は

原
子

①
～

④
，

安
定
な
イ

オ
ン
Ｘ

，
Ｙ

の
陽
子
の
数

，
電
子

の
数

，
中
性
子
の

数
の
い

ず
れ

か
を

表
し

て
い

る
。
 

      

 
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

原
子
①
 

1
 

1
 

0
 

原
子
②
 

1
 

1
 

1
 

原
子
③
 

6
 

6
 

6
 

原
子
④
 

8
 

8
 

9
 

イ
オ
ン
Ｘ
 

1
0
 

8
 

1
0
 

イ
オ
ン
Ｙ
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

 (
1
)
 
表
の
Ａ
～
Ｃ
は
陽
子
，
電
子
，
中
性
子
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
，
答
え

な
さ

い
。

 

 (
2
)
 
イ
オ
ン
Ｘ
，
Ｙ
に
つ

い
て
，
イ
オ
ン
の
構
造
か

ら
元
の
原
子
⑤
，
⑥
を

推
定

し
て

次
の

例
に
な

ら
っ
て
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
，
原
子
番
号
と
質
量
数
が
わ
か
る
よ
う

に
書

く
こ

と
。

 

 
例
：
原
子
番
号

2
0
，
質
量
数

4
0
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
次
の
よ
う
に
表
す

。
 

    (
3
)
 
原
子
①
～
⑥
の
う
ち
，
同
位
体
の
関
係
に
あ
る
物
質
は
ど
れ
か
。「

○
と

○
」
の

よ
う

に
，
番

号
の
組
合
せ
で
全
て
書
き
な
さ
い
。
 

        

電
子
殻

 

原
子
核

 

Ca
 

40
 

20
 

c 

d 

a 

b 



Δχ

ア

イ
ウ

２
元

素
の

電
気

陰
性
度
が
分
か
る
と
，
あ
る
二
種
類
の
元
素
か
ら
な
る
化
合
物
中
で
ど
の
よ
う
な

結
合

が
形

成
さ

れ
る

か
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る

二
種

類
の

元
素

A
，
B
の
組
み
合
わ
せ
（
A
2
B
3
，
A
B
2
，
A
B
な
ど
）
を
考
え
た
場
合
，
横
軸
に

両
者

の
電

気
陰

性
度

の
平

均
（


＝

）
，

縦
軸

に
両

者
の

電
気

陰
性

度
の

差
の

絶
対

値

（
Δ

χ
＝

｜
A
－

B
｜

）
を
と
る
と
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
領
域
で
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
単

体
の

場
合

は
A
＝
B
と
し
て
同
じ
原
子
の
電
気
陰
性
度
で
計
算
す
る
。

次
の

図
は

周
期

表
の

一
部

と
元

素
の

電
気

陰
性

度
を
，

グ
ラ

フ
は

電
気

陰
性

度
の

平
均

と
差

の

絶
対

値
の

関
係

を
示

し
て
い
る
。

図
グ
ラ
フ

⑴
グ
ラ
フ
の
頂
点
ア
～
ウ
に
該
当
す
る
物
質
は
そ
れ
ぞ
れ
何
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
図
の
元
素

の
電
気
陰
性
度
か
ら
考
え
て
化
学
式
で
答
え
な
さ
い
。

⑵
図
の

a～
d
の
う
ち
，
共
有
結
合
，
イ
オ
ン
結
合
，
金
属
結
合
を
示
す
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

れ
か
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑶
グ

ラ
フ

の
領

域
の
境
界
付
近
に
位
置
す
る
物
質
は
，
両
方
の
結
合
の
中
間
の
性
質
を
示
す
。

例
え

ば
，

電
気

陰
性
度
が
小
さ
い
元
素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結
合
に
使
わ
れ
る
電
子

は
原

子
に

強
く

束
縛

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
自
由
電
子
と
し
て
振
る
舞
い
，
高
い
電
気
伝
導
性
を

示
す

（
導

体
）
。

一
方
，
電
気
陰
性
度
が
あ
る
程
度
大
き
い
元

素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結

合
に

使
わ

れ
る

電
子

は
電
子
対
と
し
て
概
ね
二
原
子
間
で
の
み
共
有
さ
れ
る
た
め
に
自
由
電
子

と
は

な
ら

ず
，

電
気

伝
導
性
は
き
わ
め
て
低
い
（
絶
縁
体
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
電
気
陰
性
度
の

値
か

ら
電

気
の

導
体

と
な
る
か
絶
縁
体
と
な
る
か
を
あ
る
程
度
判
断
で
き
る
。

 
 

導
体

と
絶

縁
体

の
中
間
の
性
質
を
示
す
物
質
を
半
導
体
と
い
う
。

半
導

体
の

性
質

を
示
す
と
予
想
さ
れ
る
物
質
を
、
下
の
①
～
⑤
か
ら
２
つ
選
ん
で
番
号
で
答

え
な

さ
い

。

①
M
g
3
N
2

②
G
a
A
s

③
S
i
O
2

④
M
g
F
2

⑤
I
n
P

+ 2

−
7
−

−
8
−

2

c

d

a

b

Δχ

ア

イ
ウ

結
合

が
形

成
さ

れ
る

か
を

予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
二
種
類
の
元
素

A，
B
の
組
み
合
わ
せ
（

A 2
B 3

，
AB

2，
AB

な
ど
）

を
考
え
た
場
合
，
横

軸
に

両
者

の
電

気
陰

性
度
の
平
均
（

＝
�
�
）
，
縦
軸

に
両
者
の
電
気
陰
性
度
の
差
の
絶

対
値

（
Δχ

＝
｜

A－
B｜

）
を
と
る
と
下
の
グ
ラ
フ

の
よ
う
な
領
域
で
区
切
る
こ
と
が
で
き
る

。

※
単
体
の
場
合
は

A＝
B
と
し
て
同
じ
原
子
の
電
気
陰
性
度
で
計
算
す
る
。

次
の

図
は

周
期

表
の
一

部
と

元
素
の

電
気

陰
性
度

を
，

グ
ラ

フ
は
電

気
陰
性

度
の

平
均
と

差
の

絶
対

値
の

関
係

を
示

し
て
い
る
。

図
グ
ラ
フ

⑴
グ

ラ
フ

の
頂

点
ア
～
ウ

に
該
当
す
る
物
質
は
そ
れ
ぞ
れ
何
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
図

の
元
素

の
電

気
陰

性
度

か
ら
考
え
て
化
学
式
で
答
え
な
さ
い
。

⑵
図

の
a～

d
の

う
ち
，
共
有
結
合
，
イ
オ
ン
結
合
，
金
属
結

合
を
示
す
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ

か
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

⑶
グ

ラ
フ

の
領

域
の
境
界
付
近
に
位
置
す
る
物
質
は
，
両
方

の
結
合
の
中
間
の
性
質
を
示
す
。

例
え

ば
，
電
気
陰
性
度
が
小
さ
い
元
素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結
合
に
使
わ
れ
る
電
子
は

原
子
に
強
く
束
縛
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
自
由
電
子
と
し
て
振
る
舞
い
，
高
い
電
気
伝
導
性
を
示
す

（
導
体
）
。
一
方
，
電
気
陰
性
度
が
あ
る
程
度
大
き
い
元
素
同
士
か
ら
な
る
物
質
で
は
，
結
合
に

使
わ
れ
る
電
子
は
電
子
対
と
し
て
概
ね
二
原
子
間
で
の
み
共
有
さ
れ
る
た
め
に
自
由
電
子
と
は

な
ら
ず
，
電
気
伝
導
性
は
き
わ
め
て
低
い
（
絶
縁
体
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
電
気
陰
性
度
の
値
か

ら
電

気
の

導
体

と
な

る
か
絶
縁
体
と
な
る
か
を
あ
る
程
度
判

断
で
き
る
。

�
�

導
体

と
絶

縁
体

の
中
間
の
性
質
を
示
す
物
質
を
半
導
体
と

い
う

。

半
導

体
の

性
質

を
示
す

と
予
想
さ
れ
る
物
質

を
、
下
の
①

～
⑤
か
ら
２
つ

選
ん
で
番
号
で
答

え
な

さ
い

。

①
M

g 3
N

2
②

G
aA

s
③

Si
O

2
④

M
gF

2
⑤

In
P

𝐴𝐴𝐴𝐴
+
𝐵𝐵𝐵𝐵

2

生生
物物

（（
選選

択択
））

１
 

生
物

は
細

胞
内

で
有

機
物

を
分

解
し

，
こ

の
と

き
取

り
出

さ

れ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

用
い

て
，

生
命

活
動

に
必

要
な

Ａ
Ｔ

Ｐ
を

合
成
し
て
い

る
。
こ

の
は

た
ら

き
が

呼
吸

や
発

酵
で

あ
る

。
酵

母

(
図

１
)
は

酸
素

が
少

な
い

と
き

に
は

発
酵

を
行

い
，

酸
素

が
多

く
な

る
と

呼
吸

を
行

う
。

ヒ
ト

は
古

く
か

ら
酵

母
の

発
酵

を
利

用
し
て
お
り

，
パ

ン
，
酒

，
味

噌
，
醤

油
は

す
べ

て
酵

母
の

違
う

能
力
を
利
用

し
て

作
ら

れ
て

い
る

。
酵

母
と

ヒ
ト

は
，
見

か
け

は

大
き

く
異

な
る

が
，

そ
れ

を
構

成
し

て
い

る
細

胞
の

構
造

は
基

本
的
に
同
じ

で
あ

る
。
そ

の
た

め
，
細

胞
内

の
代

謝
の

仕
組

み
や

物
質

輸
送

の
仕

組
み

な
ど

の
研

究
に

酵
母

が
利

用
さ

れ
て

き

た
。
酵
母
に

つ
い

て
次

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

 

⑴
下

線
部

に
つ

い
て

，
パ

ン
と

酒
づ

く
り

に
は

サ
ッ

カ
ロ

マ
イ

セ
ス

・
セ

レ
ビ

シ
エ

(
Ｓ

ac
ch

ar
om
yc

es
 c
er

ev
is

ia
e)
と

い
う

酵
母

が
使

わ
れ

て
い

る
。
そ

の
た

め
，
こ

の
酵

母
は

パ
ン

酵
母
や
ビ
ー

ル
酵

母
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
パ

ン
づ

く
り

と
ビ

ー
ル

づ
く

り
に

使
わ

れ
て

い
る

酵
母

は
,
何
を
産
生

す
る

た
め

に
用

い
ら

れ
る

か
。

そ
れ

ぞ
れ

物
質

名
を

答
え

よ
。

 

⑵
味
噌
や
醤

油
製

造
に

お
い

て
も

，
酵

母
が

用
い

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
こ

れ
ら

の
製

造
で

用
い

ら
れ

る
酵

母
は

パ
ン

酵
母

と
異

な
り

,
あ

る
性

質
が

必
要

で
あ

る
。

ど
の

よ
う

な
性

質
が

必
要

か

答
え
な
さ

い
。

 

⑶
図
２
は

生
物

の
系

統
樹

の
一

部
を

表
し

て
い

る
。
酵

母
は

ど
の

グ
ル

ー
プ

に
属

す
る

か
。（

ア
）

～
（
カ
）

の
中

か
ら

１
つ

選
び

記
号

で
答

え
な

さ
い

。
 

図
１
．
酵
母
（
電
子
顕

微
鏡
） 

出
典
：
ニ
ュ
ー
ス
テ
ー
ジ
新
生
物
図
表
 

図
２

．
系

統
樹
 
出

典
：
高

等
学

校
生
物

基
礎
（
数

研
出

版
） 

（
ア

）
（
イ
）

（
ウ
）

（
エ
）

（
オ
）

（
カ
）

著
作
物
引
用
箇
所
の
た
め
非
公
表
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生生
物物

（（
選選

択択
））

１
生

物
は

細
胞

内
で

有
機

物
を

分
解

し
，

こ
の

と
き

取
り

出
さ

れ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

用
い

て
，

生
命

活
動

に
必

要
な

Ａ
Ｔ

Ｐ
を

合
成
し
て
い
る
。
こ
の
は

た
ら
き
が
呼
吸
や
発
酵
で
あ
る
。
酵
母

(
図

１
)
は

酸
素

が
少

な
い

と
き

に
は

発
酵

を
行

い
，

酸
素

が
多

く
な

る
と

呼
吸

を
行

う
。

ヒ
ト

は
古

く
か

ら
酵

母
の

発
酵

を
利

用
し
て
お
り
，
パ
ン
，
酒
，
味
噌
，
醤
油
は
す
べ
て
酵
母
の
違
う

能
力
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
酵
母
と
ヒ
ト
は

，
見
か
け
は

大
き

く
異

な
る

が
，

そ
れ

を
構

成
し

て
い

る
細

胞
の

構
造

は
基

本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
そ

の
た
め
，
細
胞
内
の
代
謝

の
仕
組
み
や

物
質

輸
送

の
仕

組
み

な
ど

の
研

究
に

酵
母

が
利

用
さ

れ
て

き

た
。
酵
母
に
つ
い
て
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴
下

線
部

に
つ

い
て

，
パ

ン
と

酒
づ

く
り

に
は

サ
ッ

カ
ロ

マ
イ

セ
ス

・
セ

レ
ビ

シ
エ

(
Ｓ

ac
ch

ar
om

yc
es

 c
er

ev
is

ia
e)
と
い
う
酵
母
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
，
こ

の
酵

母
は

パ
ン

酵
母
や
ビ
ー
ル
酵
母
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
パ
ン
づ
く
り
と
ビ
ー
ル
づ
く
り

に
使

わ
れ

て
い

る
酵

母

は
,
何
を
産
生
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
物
質
名
を
答
え

よ
。

⑵
味
噌
や
醤
油
製
造
に
お
い
て
も
，
酵
母
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
ら

の
製

造
で

用
い

ら
れ

る
酵

母
は

パ
ン
酵

母
と

異
な

り
,
あ

る
性
質

が
必

要
で

あ
る

。
ど

の
よ

う
な

性
質

が
必

要
か

答
え
な
さ
い
。

⑶
図
２
は
生
物
の
系
統
樹
の
一
部
を
表
し
て
い
る
。
酵
母
は
ど
の
グ
ル
ー

プ
に

属
す

る
か

。（
ア

）

～
（
カ
）
の
中
か
ら
１
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

図
１
．
酵
母
（
電

子
顕

微
鏡
）

出
典
：
ニ
ュ
ー
ス
テ
ー
ジ
新
生
物
図
表

図
２
．
系
統
樹

出
典
：
高
等
学
校
生
物
基
礎
（
数
研
出
版
）

（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

（
エ
）

（
オ
）

（
カ
）

⑷
 

タ
ン

パ
ク

質
の

細
胞
外
へ
の
分
泌
の
し
く
み
は
，
ヒ
ト
と
酵
母
で
類
似
し
て
い
る
。
酵
母
を
用

い
て

，
細

胞
内

で
合

成
さ
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
Ｘ
が
，
ど
の
よ
う

に
し
て
細
胞
外
へ
分
泌
さ
れ
る
か

を
調

べ
た

。
正

常
な

酵
母
（
野
生
型
の
酵
母
）
に
突
然
変
異
を
起
こ
さ
せ
て
，
増
殖
に
と
っ
て
最

適
な

温
度

で
あ

る
2
5
℃
で
培
養
し
た
と
き
は
よ
く
生
育
し
，
タ
ン
パ
ク
質
Ｘ
を
分
泌
す
る
が
，
高

温
（

3
7
℃

）
に

す
る

と
生
育
が
止
ま
り
，
タ
ン
パ
ク
質
Ｘ
を
分

泌
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
を

持
つ

数
種

類
の

突
然
変
異
体
（
以
下
，
変
異
体
と
よ
ぶ
）
を
得

た
。
こ
の
よ
う
な
変
異
体
の
性
質

を
温

度
感

受
性

と
よ
ぶ
。
こ
れ
ら
の
変
異
体
内
で
は
，
2
5
℃
か
ら

3
7
℃
に
移
し
て
培
養
し
た
と
き

に
，
突

然
変

異
に

よ
り

障
害
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
タ
ン
パ

ク
質
Ｘ
の
輸
送
が
停
止
し
，
タ
ン

パ
ク

質
Ｘ

が
蓄

積
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
温
度
感

受
性
の
変
異
体
に
お
い
て
タ
ン
パ

ク
質

Ｘ
が

蓄
積

し
て

い
る
場

所
を

調
べ

た
結

果
，

表
１

の
よ

う
に

変
異

体
 
Ａ
～

Ｅ
に

分
類

さ
れ

た
。
輸

送
小

胞
１

と
輸
送
小
胞
２
は
，
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
種
類
の
細
胞
小
器
官
の
間
で
物
質
を
輸

送
す

る
小

胞
と

す
る

。
こ
れ
ら
の
各
変
異
体
で
は
タ
ン
パ
ク
質

Ｘ
の
生
産
に
関
す
る
遺
伝
子
に
は

突
然

変
異

は
生

じ
て

い
な
か
っ
た
。
ま
た
，
タ
ン
パ
ク
質
Ｘ
の

遺
伝
子
自
身
に
も
突
然
変
異
は
生

じ
て

い
な

か
っ

た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
も
と
に
，
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
表

1
．
変
異
体
ご
と
の
タ
ン
パ
ク
質
Ｘ
の
蓄
積
部
位
 

変
異
体
 

タ
ン
パ
ク
質
Ⅹ
が
主
に
蓄
積
し
て
い
る
場
所
 

変
異
体
Ａ
 

ゴ
ル
ジ
体
 

変
異
体
Ｂ
 

細
胞
質
 

変
異
体
Ｃ
 

輸
送
小
胞
１
 

変
異
体
Ｄ
 

小
胞
体
 

変
異
体
Ｅ
 

輸
送
小
胞
２
 

 
合

成
さ

れ
た

タ
ン

パ
ク

質
が

ど
の

よ
う

な
経

路
を

た
ど

っ
て

細
胞

外
へ

と
分

泌
さ

れ
る

か
を

調
べ

る
た

め
に

，
２

種
類
の
変
異
体
の
変
異
を
あ
わ
せ
持
つ
二

重
変
異
体
を
用
い
て
以
下
の
実
験

を
行

な
っ

た
。
変

異
体

Ａ
と
変
異
体
Ｄ
の
変
異
を
あ
わ
せ
持
つ

酵
母
を
用
い
て
，
培
養
液
の
温
度

を
2
5
℃

か
ら

3
7
℃

に
移
し
て
培
養
し
た
と
き
に
タ
ン
パ
ク
質

Ｘ
が
主
に
ど
こ
に
蓄
積
す
る
か
を

調
べ

た
と

こ
ろ

，
タ

ン
パ
ク
質
 
Ｘ
は
小
胞
体
に
蓄
積
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
変
異
を
二
重
に
も

つ
変

異
体

の
す

べ
て

の
組
み
合
わ
せ
を
用
意
し
て
，
タ
ン
パ
ク

質
Ｘ
が
主
に
ど
こ
に
蓄
積
す
る
か

を
調

べ
た

と
こ

ろ
，

表
２
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
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表
２

．
二
重
変
異
体
に
お
け
る
タ
ン
パ
ク
質
Ｘ
の
蓄
積
場
所
 

 
Ａ

 
Ｂ

 
Ｃ

 
Ｄ

 
Ｅ

 

Ａ
 

 
細

胞
質
 

ゴ
ル

ジ
体
 

小
胞

体
 

輸
送

小
胞

２
 

Ｂ
 

 
 

細
胞

質
 

細
胞

質
 

（
ｂ

）
 

Ｃ
 

 
 

 
（

ａ
）
 

輸
送

小
胞

２
 

Ｄ
 

 
 

 
 

小
胞

体
 

Ｅ
 

 
 

 
 

 

 ①
 
表
２

中
の
（
ａ

）
と
（

ｂ
）
に

あ
て

は
ま

る
も

の
と

し
て

，
最

も
適

切
な

も
の

を
下

の
中

か

ら
選
び
答

え
な

さ
い

。
 

 
 
 
 
 

細
胞

質
 
ゴ

ル
ジ

体
 
小

胞
体

 
輸

送
小

胞
１

 
輸

送
小

胞
２

 

②
 
タ
ン

パ
ク

質
Ｘ

が
合

成
さ

れ
て

か
ら

細
胞

外
に

分
泌

さ
れ

る
ま

で
の

経
路

を
例

に
な

ら
っ

 

 
て
書
き

な
さ

い
。

 

（
例
）
 
細

胞
小

器
官

ｃ
 
→

 
細

胞
小

器
官

ｄ
 
→

 
細

胞
小

器
官

ｅ
 

 ⑸
 
呼
吸
に

は
，
さ

ま
ざ

ま
な

物
質

が
用

い
ら

れ
る

が
，
グ

ル
コ

ー
ス

を
呼

吸
に

用
い

た
反

応
は

次

の
よ
う
に

表
さ

れ
る

。
 C 6

H
12

O
6+

6H
2O

+6
O

2 
→

 
6C

O
2+

12
H

2O
 

こ
の
反
応
に

お
い

て
発

生
す

る
二

酸
化

炭
素

と
消

費
し

た
酸

素
の

体
積

比
（

CO
2

O
2
）
は

，
1
.
0
と

な

る
。

し
か

し
，

酵
母

は
状

況
に

応
じ

て
呼

吸
と

発
酵

を
同

時
に

行
う

こ
と

が
あ

る
。

こ
の

場
合

，

ど
ち
ら
も

グ
ル

コ
ー

ス
を

用
い

た
と

す
る

と
，
体

積
比
（

CO
2

O
2
）
の

値
は

ど
の

よ
う
に

な
る

か
。
下

の
ア
～
エ

の
選

択
肢

の
中

か
ら

選
び

，
記

号
で

答
え

な
さ

い
。

 

 

ア
 
１

よ
り

大
き

く
な

る
 

 
イ

 
１

よ
り

小
さ

く
な

る
 

 
ウ

 
１

 
 

エ
 
０

 

 

 

 

2

2

2

2
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